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● このカタログ記載製品の使用・寸法は製品改良などのため、予告なく変更する場合があります。● このカタログまたは当社の仕様書その他の印刷物を含
め当社製品に関し明文化されたものでない限り、当社は一切の保証はいたしません。また、当社製品をご使用になったお客様の製品に関して付随し、もし
くは間接的に発生した損害に対して当社は責めを負いません。  

〒102-0083 東京都千代田区麹町4-5-20 KSビル8F
https://www.eneman.co.jp

<受付時間>午前9時～午後6時（土・休日・年末年始を除く）

リチウムイオン蓄電池
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最大デマンドとは、使用した電力を30分毎に計量し、そのうち月間で最も大きい値のことをいいます。

電気料金のうち、「基本料金」は1年間の最大電力使用量＝「最大デマンド」を基準に決定されるため、

その最大電力を制御することにより、電気料金を節約することができます。

使用料金

最も電気を使った30分間の電力値が、その月の最大デマンドです。

基
本
料
金
の
基
準

Eneman Management Control（EMC）により 常時電

力使用状況を監視し自動で蓄電池出力をコントロー

ル。電力最大使用ピーク時に強制放電します。使用電

力量を下げると同時に、最大使用電力量＝「最大デマ

ンド」を制御することにより電気料金の大幅な削減が

可能になります。

ある一日の電気使用量

使
用
電
力
量

逆潮流してしまう電力を、蓄電池にため込み発電量が低い時間帯で放電を開始。

再エネ比率の向上や PPA事業者の供給電力の増大が見込まれます。

eneman導入後

スケジュール制御機能により、空調機などの負荷を曜日に応じ

てピークカット優先か自家消費優先なのか選択することが出来

ます。これにより施設内の環境を最適化電気料金の大幅な削減

につながります。

EN series

太陽光発電で発電した電力をお客様の受変電設備から蓄電池に充電します。

電力ピークが発生した場合は蓄電池から受変電設備に放電を開始し電力ピークを

下げることが出来ます。

EN series



管理サイトにアクセスすることで様々なステータスを確認することが出来ます。

・各機器のエラー監視管理
・電力の使用状況管理
・太陽光発電の発電状況管理
・蓄電池の運転状況管理
・指定された期間分のレポートを CSVで出力可能

エネマンシステムに内蔵された通信端末により
全てのデータをクラウドで確認することが可能です。

・太陽光発電ステータス
・蓄電池ステータス
・需要家電力ステータス
・CO2削減効果ステータス

大容量、高出力産業用蓄電池
オールインワンパッケージだから簡単施工
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エネマンクラウドサーバー

eneman

太陽光、風力等の再生可能エネルギーを直流のまま蓄電池に取り込み、蓄電池が
満充電の時パワーコンデショナーで交流に変換しそのまま構内負荷へと活電。
再生可能エネルギーで発電した電力をそのまま自家消費することで電力使用量を
削減します。
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